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亜紀の避入になる花開閃緑岩

を基盤として新第三系が広く

発達している｡特に道南の

前期中新世から後期鮮新世に

至る標準層序のすべてに対応

する地層が分布していること

と各層準における火山活動の

中心が比較的明瞭で堆積盆

地の地史的変遷がよくうかカミ

える地域である.

新第三系の堆積盆地は南北方

向の軸を持つ相沼べ一スンと

西方の熊石べ一スンに大別さ

れその境には北方の遊楽部

岳ドｰムから延びる隆起部カミ

あってそれぞれ異なった発

展をなしている.す匁わち

主部をなす相沼べ一スンでは

5万分の1地質図幅の新刊

相沼
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5万分の1地質図幅
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新第三系の上半部の地層(大安在川層･江差層･館層及

び瀬棚層など)の堆積の場として発展している.更

に江差層の堆積時期から始まった海底火山による大

最の噴出物(突行火山岩類及び相沼火山岩類)と江差層

及び館層の泥岩や砂岩などの堆積岩との関係もよく

分かる.

相沼べ一スンの中央部には欠きた花開斑岩の岩床状

をなす貫入岩体がある･貫入部周縁は断層関係の

所が多いカミ突行火山岩類との関係も比較的よく観

察される.

主部をなす相沼べ一スンの摺曲及び断層は南北性

の構造を基本としているカミ断層にはこれと斜交す

る北酉一南東方向あるいは東西方向のも顕著である.

この地域には地すべり荏とによる大規模な崩壊地

地形カミ多く認められておりこれらの主なものは地

質図に示されている.

･相沼図幅は北海道渡島半島のほ£中央部にあって

渡島半島の分水界から日本海に面する地域を占めて

いる.

･南隣は江差追分で有名なr江差｣と東は地熱開発

の有望な地として脚光をあびている濁川盆地のある

r濁川｣と接している･山地は急峻で分水界を中

心に熊(ひぐま)が多く生息していることでも名高い

地域である.

･地質は東北日本のいわゆるグリンタフ地域の北方延

長部に当たり中･古生界の松前層灘の堆積岩と白
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